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   A number of studies have implied that seminal plasma contains one or more factors that stim-
ulate spermatozoal motility. On the other hand, many authors have shown that continuous, 
long term exposure to seminal plasma is detrimental to motility and survival of spermatozoa. 
   In this study we examined the long term effects of human seminal plasma not only from 
whole semen but also from different fractions of split ejaculate on motility of human ejaculated 
spermatozoa. Washed spermatozoa were incubated in modified BWW medium containing human 
serum albumin with or without seminal plasma. A considerable percentage of spermatozoa main-
tained good progressive motility for up to 20 h. when free from seminal plasma. Addition of se-
minal plasma (20%,v/v) obviously depressed the motility, particularly progressive motility. The 
most depressive effect occurred in the first (prostatic) fraction of split ejaculate, and the effect of 
the last (vesicular) fraction was less harmful. These observations suggest that seminal plasma has 
(a) factor(s)that impair the maintenance of spermatozoal motility which originate possibly from 
the prostate or epididymis, since both fluids of these accessory organs appear to be secreted 
mainly into the first portion of ejaculate. 
                                                (Acta Urol. jpn. 34: 1965-1972, 1988)
























実 験 方 法
実 験に 用 いた 精 漿 お よび 精子 は,い ず れ もす でに 子
のあ る健 常 男子 の精 液(用 手法 に よる)か ら得 た。
精 漿 の提 供者 は3名 で,そ れ ぞれ 通 常 の全精 液 採 取
を1回,3分 割精 液 採取(ほ ぼ3等 分 に な る よ うに
採 取)を2回 施 行 じ た。 精 漿 は,こ れ ら の全 精 液
(wholesemen)と3分割精 液(fractionI,II,III)
を7,500G×20分間 の遠 心 を2回 繰 り返 す こ とに よっ
て分 離 し,使 用 まで 一25℃ に冷 凍 保存 した 。 な お,
精 漿 中 のZnは 原 子 吸光 法,fructoseは酵 素法,
freecarnitineは1.ewinらto)の方法 に よ り測 定 し
た,
精 子 は,実 験 の都 度 同一 の正 常老(精 漿 の提 供者 と
は異 な る 男子)の 全 精 液 か ら得 た.
精 子 の洗 潅 や 培養 に は,modifiedBWW液9)にヒ
1・血 清 アル ブ ミソ(HSA,crystallizedandlyophi-
1ized,Sigma,Prod.No.A8,763)をo.3%(w/v)
を 加え た もの(HSA-mBWW)を,実 験 当 日作 成 し,
あ らか じめ5%cot,95%空 気,37DCに 通気 して用
い た,
実験 当 日に は まず,精 子 提 供者 よ り得 た 全 精 液 に
HSA-mBWW10m1を 加 え,精 液 静 置法9)(40分間)

































1.精 漿 提供 者 の 精 液 検査 所 見(Tab互e1)
精 漿 の提供 老 は 前 述 の ご と く3名(A,B,C)で
それ ぞれ 全精 液 採 取 を1回(wholesemen),3分割
精 液採 取 を2回(splitejaculate-(1)および(2))施行
した.3名 と も全精 液 の精 子濃 度,精 子 運動 性 は 正常
で あ った.3分 割精 液 では,精 子 濃 度 はfractionI
>II>IIIであ り,運 動 性 は1,皿 で差 が な いが,皿
で は不 良 で あ った.
副 生 殖腺 分 泌 液 の射 出 パ ター ソを 検 討 す る ため,
splite,jaculate-(2)より得 た 精 漿 を 用 い て,前 立 腺,
精 嚢,精 巣上 体 よ りそれ ぞ れ ほ ぼ 特 異的 に 分 泌 され る
とい わ れ るZn,fructose,freecarnitinelo)の濃 度
を測 定 した.諸 家 の報 告 と一 致 して,Znは1>II
眞田,ほか:精 子運動性 ・精漿
〉 皿,fructoseは皿〉 皿>1で あ った.freecarni-
tineは,Znほど著 明な 差 は ない もの の1>H>皿 で
あ り,精 巣上体 液 も射 精 の 初期 ほ ど豊 富 に 射 出 され る
ものと思 われ た.
以下 の2,3,4の 実 験 に 用 い た精 漿 は,whole
semenおよびsplitejaculate-(1)より分 離 した もの
である.
2,運 動精 子率(%MS)に 及 ぼす 精 漿 の影 響(Fig.
2)
対照(Control,洗蘇 精 子 を純 粋 なHSA-mBWW
中で培 養 した場 合)と 比 較 して,全 精液 か ら得 た精 漿
をzo%加え た場 合(W)も,fractiont.II,IIIか
ら得た精 漿 を20%加えた 場 合(1,n,皿)も,8時
間まではほ とん ど差 が ない.そ れ 以 後 で は,精 漿添 加
群,こ とに1で 低 下 傾 向を 認 め る もの の,各 群 間 でそ
れ ほど顕 著 な差 はな か った.








































































%PMSで み る と,対 照 に 比べ て精 漿 添 加群 の 低
下傾 向は著 明で あ り,こ とに1で は短 時 間 の うち に%
PMSが 低下 し,精 漿 添 加 後6時 間 では 全 て の実 験 で
前進運動 精子 は皆 無 とな っ た.1,皿,皿 の 中で は 皿
が比較的 良好 な%PMSと 維 持 した が,対 照 と比 較 す
る と劣 って いた,
4,前 進運 動 指数(PMscore)に及 ぼす 精 漿 の影 響
(Fig.4)
対 照では,前 進 運 動 を示 す 精 子(%PMS)が 減少
して も,前 進運 動 精 子 の平 均 速 度(PMscore)は20
時間 後に もほ とん ど変 化 しな い.こ れ に対 して精 漿添
加群 では,前 進 運 動速 度 の低 下 も著 明で あ る.4～6
時間以 降のPMscorcはControl>III>II>1で
あ り,Wは ほ ぼIIと同 様 の変 化 を示 した.
5.培 養液 中 のglucose,fructose濃度 の変 化が 精子
運 動 性 に及 ぼ す影 響(Table2)
z,3,4の 結 果 か らは,精 子運 動性,こ とに前 進
運 動 は精 漿 の 添 加に よ り抑 制 され,そ の抑 制 作用 の 強
さはfractionI>II>IIIと考 え られ た が,培 養液 の
エネ ルギ ー源 の 差 も無視 で きな い.す な わち,対 照 は
glucose100mg/dlの環 境 で 培 養 され た のに 対 し・ 精
漿添 加 群(W,1,II,III)ではglucose80mg!dl
の環境 で培 養 され た こ とにな る.ま たTablelに 示
した よ うに,fractionIIIではfractionIに比べ て
fructose濃度 が300mg/dl前後高 く,こ れ らを20%
添 加 した 皿 と1で はfructose濃度 が60mg!dl前後




































































































● 一 ●)andIII(III,▲ 一 ▲)ofsplit
ejaculate.N=3.Mean=SEM.
精 子 運動 性 に 影 響 し て く る可 能性 が 否 定 で きな い の
で,HSAや 電 解 質 な ど 他の 組 成 は 同一 であ るが,
glucoseとfructoseの濃度 のみ が異 な る3種 の 培 地
で 洗 海精 子 を 培 養 し,そ の運 動性 に 差 が あ るか 否か を
検 討 した.HSA-mBWW(glucose100mg/dl,fruc-
toseO皿g/dl)は対,照と全 く同 じ条 件 で あ り,HSA・
mBWW-1(glucose80mg/dl,fructoseOmg/dl)は
1と,HSA-mBWW-2(glucose80mg/d!,fructose
60mg/dl)は㎜とほ ぼ 同一 の 培養 条 件 と考 え られ る.
そ の結 果 はTable2に 示 した 通 り,3種の 培地 で培
養 した精 子 の 運動 性(%MS,%PMS,PMscore)
に は 全 く 差が な く,精 漿 の添 加 に よって 生 じ た 運
動 性 の 差は,エ ネル ギ ー源(glucose,fructose)の



































































精漿は,お もに副生殖腺(精 巣上体,精 管,前 立
Fig,4,


























































活性化に よりcAMPに 変換され,同 時にcAMP
phosphodiesteraseが抑希1され る結果,精 子 内































































































































しくない,と 言xる かも知れ ない.雌 性生殖器内で
は,精子の受精能獲得は精漿由来の被膜(受精能破壊因


























































本 論 文 の 一 綴二は,第37回 泌 尿Y:科巾115連禽総 会 ラ ウ ン ド
テ ー プノレ・デ ィス カ ・ソシ ョン(D,第7回 「1イくア ソ ドμロ
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